
頼
らい

梨
り

影
え

を顕彰する碑の前でおしゃべりする子どもたち（三津屋町）

2005

6   /1



2広報ひこね　平成17年６月１日3 広報ひこね　平成17年６月１日

平成16年度　彦根市行政改革取り組み結果 特集

を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
子
育
て
支
援
情
報
の
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
子
育
て
ね
っ
と
フ
レ
ン
ズ
」
を
作

成
し
て
子
育
て
情
報
を
ひ
と
つ
に
ま
と

め
、
必
要
な
情
報
を
検
索
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
子
育
て
の
相
談

窓
口
一
覧
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
子
育
て
サ
ー
ク

ル
等
が
実
施
す
る
子
育
て
支
援
に
関
す

る
チ
ラ
シ
を
、
市
の
窓
口
や
金
融
機
関

の
窓
口
な
ど
に
配
置
し
情
報
提
供
し
ま

し
た
。

彦
根
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
と
が

適
正
な
役
割
分
担
の
も
と
で
、
よ
り
良
い
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
き
、
今
ま
で
以
上
に
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、
平
成

13
年
度
か
ら
平
成
17
年
度
を
取
り
組
み
期
間
と

す
る
彦
根
市
行
政
改
革
大
綱
「
さ
し
す
せ
そ
運

動
」
に
基
づ
く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
４
月
か
ら
は
、「
経
営
改
革
」
と

い
う
行
政
運
営
の
あ
り
方
を
抜
本
的
に
見
直
す

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

厳
し
い
財
政
環
境
を
乗
り
越
え
、
活
気
が
み

な
ぎ
る
彦
根
市
を
創
出
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
改
革
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
行

政
と
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
役
割
分
担
を
一
層
明

確
に
し
な
が
ら
、
相
互
理
解
の
も
と
で
、
協
力
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

経
営
改
革
推
進
室
☎
30-

６
１
０
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

▼
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
ひ
こ
ね
元

気
計
画
21
、
消
防
本
部
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

を
新
規
に
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
水

道
部
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
水
道
水
質
に
つ

い
て
検
査
結
果
の
公
表
す
る
な
ど
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

▼
各
種
審
議
会
な
ど
へ
の
公
募
委
員
の
参

画
を
進
め
、
平
成
16
年
度
は
、
次
の
審

議
会
な
ど
で
委
員
を
公
募
し
ま
し
た
。

・
「
ひ
こ
ね
元
気
計
画
21
」
実
行
委
員
会

・
彦
根
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域
協

議
会

・
彦
根
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
　
な
ど

▼
市
民
の
自
主
活
動
を
支
援
し
、「
住
民

自
治
」
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
ひ
こ
ね

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
運
営
管
理
に
要

す
る
費
用
を
助
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、

同
セ
ン
タ
ー
の
運
営
協
議
会
に
参
画

し
、
運
営
支
援
に
努
め
ま
し
た
。

▼
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
、
中

学
校
区
単
位
で
７
人
の
「
彦
根
市
男
女

共
同
参
画
地
域
推
進
員
」
を
設
置
し
、

自
治
会
等
で
の
出
前
講
座
な
ど
の
講
師

▼
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
市
長
へ

の
手
紙
」、「
市
民
の
声
」
の
表
示
を
分

か
り
や
す
く
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
投
書
数
は
「
市
長

へ
の
手
紙
」
が
31
件
、「
市
民
の
声
」

が
46
件
と
な
り
ま
し
た
。

▼
出
張
所
に
お
け
る
各
種
税
証
明
書
の
交

付
を
、
フ
ァ
ク
ス
を
用
い
て
即
日
交
付

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

▼
窓
口
の
混
雑
を
解
消
す
る
た
め
、
窓
口

記
載
台
と
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
申

請
書
の
記
入
例
を
掲
載
し
ま
し
た
。

▼
「
水
道
情
報
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム
」
の

運
用
を
開
始
し
、
事
務
処
理
時
間
の
短

縮
を
図
り
ま
し
た
。
主
に
工
事
設
計
書

の
作
成
時
間
な
ど
が
、
対
前
年
度
比
７

３
７
時
間
減
少
し
ま
し
た
。

▼
外
国
語
を
用
い
た
、
外
国
籍
市
民
用
の

各
種
申
請
書
類
等
の
作
成
を
行
い
ま
し

た
（
54
件
）。
ま
た
バ
ス
事
業
者
に
、

一
部
路
線
バ
ス
の
行
き
先
表
示
や
バ
ス

停
の
ロ
ー
マ
字
併
記
を
実
施
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

▼
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
受
益
と

負
担
の
公
平
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
平

均
９
・
８
％
の
値
上
げ
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
17
年
度
か
ら
、
公
文

書
の
閲
覧
手
数
料
や
留
守
家
庭
児
童
会

の
利
用
料
な
ど
、
10
項
目
の
手
数
料
な

ど
を
改
定
し
ま
し
た
。

▼
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
コ
ス
ト
表
示

実
施
要
領
」
を
定
め
て
、
職
員
の
コ
ス

ト
意
識
の
向
上
と
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の

行
政
コ
ス
ト
の
情
報
提
供
を
試
行
し
ま

し
た
。（
対
象
は
、
印
刷
物
、
イ
ベ
ン

ト
、
工
事
）

▼
児
童
家
庭
課
窓
口
に
お
も
ち
ゃ
や
乳
幼

児
用
の
ベ
ッ
ド
を
用
意
し
、
乳
幼
児
を

伴
っ
て
来
る
人
が
利
用
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

▼
平
成
17
年
３
月
か
ら
庁
舎
ダ
イ
ヤ
ル
イ

ン
を
導
入
し
、
電
話
業
務
の
取
り
次
ぎ

時
間
の
短
縮
を
図
り
ま
し
た
。

▼
市
立
病
院
に
平
成
16
年
７
月
１
日
か
ら

自
動
精
算
機
２
台
を
導
入
し
、
最
長
会

計
待
ち
時
間
を
約
10
分
短
縮
し
、
29
分

と
し
ま
し
た
。

▼
ふ
れ
あ
い
の
館
で
、
第
３
日
曜
日
に
加

え
、
利
用
が
少
な
い
第
１
・
第
５
日
曜

日
を
休
館
日
と
し
ま
し
た
。
一
方
で
土

曜
日
の
開
館
時
間
を
、
こ
れ
ま
で
の
午

後
１
時
か
ら
午
前
10
時
に
繰
り
上
げ
、

利
用
者
の
利
便
の
向
上
を
図
り
ま
し

た
。
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
広
場
の
開
催
日

を
週
２
回
に
増
や
し
、
平
成
17
年
１
月

末
に
お
け
る
参
加
者
が
前
年
比
で
２
、

７
５
６
人
増
加
し
ま
し
た
。

▼
彦
根
市
が
事
務
局
を
持
っ
て
い
る
す
べ

て
の
各
種
協
議
会
等
に
つ
い
て
、
団
体

の
自
立
促
進
の
観
点
か
ら
事
務
局
の
移

譲
に
つ
い
て
関
係
団
体
と
協
議
し
、
一

部
で
実
施
し
ま
し
た
。

▼
市
民
と
行
政
と
の
役
割
分
担
、
行
政
の

関
与
の
あ
り
方
を
基
本
に
、
各
事
務
事

業
の
点
検
を
行
い
、
平
成
16
年
度
の
補

助
金
を
、次
の
と
お
り
見
直
し
ま
し
た
。

・
廃
止
し
た
も
の
　
　
　
31
件

１
億
９
千
万
円
減

・
見
直
し
た
も
の
　
　
　
37
件

６
千
２
百
万
円
減

・
終
期
設
定
し
た
も
の
　
０
件
　
　
　

・
統
合
し
た
も
の
　
　
　
３
件
　
　
　
　
　

２
百
万
円
増

・
新
設
し
た
も
の
　
　
　
17
件

１
億
５
千
２
百
万
円
増

▼
平
成
17
年
度
の
各
種
事
務
事
業
に
つ
い

「
市
長
へ
の
手
紙
」
の
展
示
の
様
子

て
も
「
公
的
関
与
の
点
検
基
準
」
に
基

づ
き
、
法
律
相
談
事
業
の
廃
止
や
補
助

金
な
ど
（
原
則
２
分
の
１
以
下)

の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
子
育
て
ね
っ
と
フ
レ
ン
ズ
」

「行政改革」が変わる
彦根市行政改革委員会会長　森將

まさ

豪
あき

さん（滋賀大学経済学部教授）

彦根市における行政改革は、歳出の縮減縮小をめざしたこ

れまでの「さしすせそ」運動から、行政に経営改革の視点を

取り入れて歳入の拡大をめざす取り組みへと、変容してきま

した。その特徴は、後年度の歳入の大幅な増収のためには一

時的な歳出の拡大も否定しない柔軟な姿勢にあります。

現在、市財政は指標値をもって示すまでもなく悪化の一途

っをたどっており、団塊の世代が定年を迎える２、３年後に

は危機的な状況に陥ることが予想されます。「まだまだ行革の

取り組みは不十分である」と言わざるを得ません。しかし、

見方を少し変えれば、彦根市では、必要な義務的経費は税収

入でなんとかまかなうことができているということも事実で

す。だからといって、これに甘んじておれば、彦根の活力は

加速度的に失われ、ジリ貧になるのは明らかです。早急に手

を打たねばなりません。いま本当に必要なこと、それは彦根

の将来を見据えた戦略です。その立案・策定には、市民の皆

さんの叡
えい

智
ち

と、市職員と市民一人ひとりの意識改革が不可欠

なものとなってきます。
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犬
上
３
町
の
職
員
も
参
加
し
た

湖
東
地
域
政
策
法
務
研
修
会

▼
職
員
個
々
の
総
合
的
な
資
質
向
上
を
図

る
た
め
、
職
員
の
研
修
は
、
滋
賀
県
市

町
村
研
修
セ
ン
タ
ー
と
彦
根
市
独
自
の

研
修
を
相
互
補
完
し
な
が
ら
進
め
ま
し

た
。
中
で
も
「
政
策
法
務
研
修
」
に
つ

い
て
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た

め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
や
、
研

修
の
成
果
を
市
民
に
公
表
す
る
な
ど
効

果
的
な
手
法
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

▼
市
税
や
使
用
料
、
手
数
料
、
負
担
金
等

の
未
納
者
に
対
し
て
は
、
関
係
す
る
各

課
が
、
電
話
や
文
書
で
の
督
促
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
昼
間
だ
け
で
な
く
夜

間
の
訪
問
徴
収
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

水
道
料
金
の
悪
質
滞
納
者
に
つ
い
て

は
、
給
水
停
止
（
１
４
３
件
）
な
ど
の

措
置
も
行
い
ま
し
た
。

▼
活
用
見
込
み
の
な
い
遊
休
地
等
に
つ
い

て
は
売
り
払
い
を
行
い
、
１
件
（
２
１

３
・
２
９
㎡
、
８
４
６
万
８
千
円
）
を

処
分
し
ま
し
た
。

▼
予
算
編
成
に
お
け
る
行
財
政
基
盤
強
化

の
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
各
部
局

で
の
※

枠
配
分
方
式
に
よ
る
予
算
編
成

へ
の
変
更
や
臨
時
職
員
賃
金
の
抑
制
、

補
助
金
・
交
付
金
の
総
額
抑
制
な
ど
に

努
め
、
各
部
の
権
限
強
化
や
財
政
基
盤

の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。
公
債
費
に
つ

い
て
は
、
建
設
事
業
の
財
源
と
な
る
普

通
債
の
発
行
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
抑
制

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
金
融
機
関
な
ど
か

ら
の
借
り
入
れ
に
つ
い
て
、
利
率
が

３
％
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
は
低
利
な

も
の
に
借
り
換
え
す
る
な
ど
財
政
の
健

全
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

▼
有
線
放
送
電
話
事
業
に
つ
い
て
は
、
設

備
の
撤
去
工
事
を
完
了
し
、
事
業
を
廃

止
し
ま
し
た
。

▼
※

指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
係
る
運
用

指
針
や
事
務
処
理
要
領
等
を
定
め
、
制

度
の
円
滑
な
導
入
に
向
け
取
り
組
み
ま

し
た
。
ま
た
、
指
定
管
理
者
に
よ
る
管

理
は
平
成
18
年
４
月
か
ら
と
し
、
施
設

所
管
課
に
お
い
て
は
、
各
施
設
の
管
理

運
営
方
針
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま

し
た
。

▼
民
間
活
力
の
導
入
を
図
る
た
め
、
次

の
業
務
に
つ
い
て
新
た
に
民
間
委
託
を

行
い
ま
し
た
。

・
稲
枝
北
小
学
校
留
守
家
庭
児
童
会
の

運
営
業
務

・
子
育
て
支
援
事
業
（
す
く
す
く
教
室
）

の
運
営
（
新
た
に
２
団
体
に
委
託
）

・
ひ
こ
ね
燦
ぱ
れ
す
の
管
理
運
営

そ
の
他
、
老
人
ホ
ー
ム
金
亀
荘
の
民

営
化
受
け
入
れ
先
法
人
を
決
定
し
た
ほ

か
、
建
築
確
認
業
務
、
大
藪
浄
水
場
業

務
で
委
託
拡
大
な
ど
に
努
め
ま
し
た
。

▼
事
務
事
業
の
透
明
性
の
確
保
と
説
明
責

任
を
果
た
す
た
め
、
彦
根
市
総
合
発
展

計
画
「
ひ
こ
ね
21
世
紀
創
造
プ
ラ
ン
」

実
施
計
画
に
掲
げ
る
事
業
の
う
ち
、
市

民
生
活
に
密
接
に
関
連
し
、
な
じ
み
や

す
い
事
業
を
中
心
に
１
１
０
事
業
と
、

使
用
料
な
ど
23
の
主
な
歳
入
に
つ
い
て

公
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
意
見
等
を
募
集
し
た
結
果
、
７
件

の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
市
民
の
視
点
に
立
っ
た
成
果
重
視
の
施

策
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
、
市
民

参
画
を
推
進
す
る
た
め
、
施
策
評
価
や

第
３
者
に
よ
る
評
価
に
つ
い
て
、
導
入

時
期
や
方
法
等
の
検
討
を
行
い
ま
し

た
。

▼
簡
素
で
効
率
的
、
柔
軟
で
、
し
か
も
横

断
的
な
組
織
・
機
構
と
な
る
よ
う
、
次

の
よ
う
に
組
織
・
機
構
な
ど
の
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
。

《
部
》

・
市
民
共
生
部
と
生
活
環
境
部
を
市
民
環

境
部
と
し
て
統
合

・
建
設
部
と
都
市
開
発
部
を
都
市
建
設
部

と
し
て
統
合

《
課
》

・
納
税
課
の
新
設

・
公
有
財
産
管
理
室
の
新
設

・
交
通
対
策
室
の
新
設

・
国
際
交
流
課
と
男
女
参
画
課
を
市
民
交

流
課
と
し
て
統
合

・
彦
根
城
博
物
館
の
学
芸
課
と
史
料
課
を

学
芸
史
料
課
と
し
て
統
合

《
そ
の
他
》

・
総
務
課
に
防
災
・
危
機
管
理
係
の
新
設

・
経
営
改
革
推
進
室
を
総
務
部
か
ら
企
画

振
興
部
へ
移
管

・
住
民
自
治
課
で
取
り
組
ん
で
き
た
事
務

を
企
画
課
へ
移
管

・
文
化
財
課
の
充
実
　
な
ど

▼
消
防
職
員
、
保
育
士
お
よ
び
幼
稚
園
教

諭
を
除
き
、
平
成
16
年
度
末
退
職
者
の

補
充
を
行
わ
ず
、
約
20
人
の
削
減
を
行

い
ま
し
た
。

▼
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
４
０
０
１
）
に
つ
い
て
は
、
市
立

病
院
に
つ
い
て
も
認
証
取
得
し
、
市
の

全
施
設
（
71
施
設
）
で
取
得
し
ま
し
た
。

用
語
解
説

指
定
管
理
者
制
度

こ
れ
ま
で
、

公
の
施
設
の
管
理
を
自
治
体

が
外
部
に
委
ね
る
場
合
は
、

相
手
先
が
市
の
出
資
法
人
や

公
共
的
団
体
な
ど
に
限
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
15
年

に
地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
施
設
の
管
理
に
つ

い
て
、
市
議
会
の
議
決
を
経

て
指
定
さ
れ
た
民
間
事
業
者

を
含
む
幅
広
い
団
体
（
指
定

管
理
者
）
に
委
ね
る
こ
と
を

可
能
に
し
た
制
度
。
彦
根
市

で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
の

導
入
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

枠
配
分
方
式

各
部
局
ご
と
に

予
算
枠
を
配
分
し
、
各
部
局

長
を
中
心
と
し
た
部
局
内
で

事
務
事
業
の
予
算
額
を
調
整

す
る
方
法
。
こ
れ
ま
で
の
よ

う
に
、
事
務
事
業
ご
と
に
査

定
を
行
う
積
み
上
げ
方
式
で

は
な
く
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
や
す
い
、
各
事
業
の

所
管
部
局
に
予
算
の
編
成
や

執
行
を
任
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

予
算
編
成
に
住
民
の
声
を
で

き
る
だ
け
反
映
さ
せ
よ
う
と

す
る
方
式
で
す
。

ほかにも

平成17年度当初予算で

次のような取り組みをしました

事業の見直し

事務事業全般について、市が事業を行う

ことの必要性や事業の優先順位の検討な

どにより、前年度当初予算と比較して全

会計合わせて約４億３千万円を削減しま

した。

人件費等の削減

特別職等の給料をカット

市長　　　　　　　　16％の削減　

助役、収入役、教育長 11％の削減

一般職の管理職手当をカット

部・次長級職員　　　10％を削減

課長級職員　　　　　８％を削減

課長補佐級職員　　　３％を削減

全職員の調整手当をカット

給料月額と扶養手当月額の合計額の３％

から２％へ削減

（医師および歯科医師は、上記の額の

10％→９％）

全職員の寒冷地手当を平成17年度で廃止

職員の削減（約20人）

▲平成16年度にISO14001を認証取得した市立病院

民
営
化
後
の
受
け
入
れ
先
が
決
ま
っ
た

老
人
ホ
ー
ム
金
亀
莊
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く
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
日
本
の
絵
画
は
、
た
え
ず
中
国
画

か
ら
の
影
響
を
受
け
続
け
て
き
ま
し
た
。
共

通
点
が
多
い
だ
け
に
、
中
国
画
と
日
本
画
の

違
い
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
人
の

画
に
対
す
る
感
覚
が
よ
り
は
っ
き
り
と
認
識

で
き
ま
す
。

こ
こ
で
、
中
国
人
と
日
本
人
が
牡
丹
の
画

を
鑑
賞
し
て
い
る
場
面
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
中
国
人
は
一
般
に
、
牡ぼ

丹た
ん

か
ら
す
ぐ
さ

ま
「
富ふ

う

貴き

」
の
意
を
読
み
と
り
ま
す
が
、
日

本
人
は
、
花
の
美
し
さ
を
ま
ず
鑑
賞
す
る
形

を
と
り
ま
す
。
中
国
画
に
は
吉
祥

き
っ
し
ょ
う

や
聖せ

い

性せ
い

と

い
っ
た
意
味
が
込
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の

に
対
し
、
日
本
の
画
は
も・

の・

の
美
し
さ
が
主

眼
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
今
回
紹
介
し
た

屏
風
は
、
四
季
の
移
り
変
わ
り
の
な
か
の
花

鳥
の
美
し
さ
を
網も

う

羅ら

す
る
と
い
う
、
日
本
人

の
感
性
を
よ
く
表
し
た
作
品
と
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員
　

木き

文ふ
み

恵え

）

写
真
の
作
品
は
、
６
月
17
日
㈮
〜
７
月

20
日
㈬
の
彦
根
城
博
物
館
テ
ー
マ
展

「
花
鳥
画
の
世
界
」
で
展
示
し
ま
す
。

日
本
人
は
古
来
、
四
季
の
移
り
変
わ
り
を

敏
感
に
感
じ
と
り
、
和
歌
や
絵
画
に
表
し
て

き
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
こ
と
が
実
感
と

し
て
分
か
る
華
や
か
な
屏
風

び
ょ
う
ぶ

を
ご
紹
介
し
ま

す
。こ

の
屏
風
は
、
右う

隻せ
き

と
左さ

隻せ
き

と
で
セ
ッ
ト

と
な
る
１
双そ

う

の
形
を
と
り
、
春
夏
秋
冬
そ
れ

ぞ
れ
に
咲
き
誇
る
花
々
と
、
そ
れ
を
謳お

う

歌か

す

る
か
の
よ
う
に
飛
び
ま
わ
る
鳥
た
ち
を
表
し

て
い
ま
す
。
全
面
に
貼は

り
付
け
た
き
ら
め
く

金き
ん

箔ぱ
く

に
鮮
や
か
な
色
が
浮
か
び
上
が
り
、
見

る
者
を
魅
了

み
り
ょ
う

せ
ず
に
は
お
か
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

こ
こ
に
登
場
す
る
花
木
や
草
花
は
総
勢
30

種
以
上
、
鳥
は
10
種
以
上
に
お
よ
び
ま
す
。

そ
し
て
、こ
の
屏
風
の
大
き
な
見
ど
こ
ろ
は
、

中
に
御み

簾す

（
す
だ
れ
）
を
は
め
込
み
、
そ
の

御
簾
に
ま
で
丹
念
に
花
を
描
き
込
ん
で
、
全

体
で
豪ご

う

華か

絢け
ん

爛ら
ん

な
花
鳥
の
世
界
を
繰
り
広
げ

て
い
る
こ
と
で
す
。

第
一
印
象
で
は・

っ・

と
さ
せ
ら
れ
る
作
品
で

す
が
、
さ
ら
に
細
か
く
み
て
い
く
と
、
日
本

人
の
絵
画
の
見
か
た
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き

ま
す
。

た
く
さ
ん
描
か
れ
た
花
々
は
、
右
隻
の
右

か
ら
左
へ
と
、
梅
、
柳
、
桜
、
ス
ミ
レ
、
タ

ン
ポ
ポ
、
山や

ま

吹ぶ
き

、
バ
ラ
、
立た

ち

葵
あ
お
い

、
左
隻
も

同
様
に
右
か
ら
左
へ
と
、
女
郎
花

お
み
な
え
し

、
桔
梗

き
き
ょ
う

、

萩は
ぎ

、
紅
葉

も
み
じ

、
雪
の
積
も
っ
た
椿

つ
ば
き

と
い
う
よ
う

な
順
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
春
か

ら
夏
、
秋
、
冬
へ
と
、
時
間
は
右
か
ら
左
へ

と
流
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
屏
風
に

限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
絵
巻
は
右

か
ら
左
に
開
け
て
鑑
賞
す
る
こ
と
か
ら
も
、

時
は
右
か
ら
左
へ
と
推
移
し
て
い
く
も
の
と

い
う
共
通
の
理
解
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
春
夏
秋
冬
の
四
つ
の
季
節
は

ま
っ
た
く
同
等
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
屏
風
の
場
合
、
春
と
夏
と
は
ほ

ぼ
同
じ
面
積
を
占
め
る
も
の
の
、
秋
の
ス
ペ

ー
ス
が
や
け
に
大
き
く
、
冬
は
申
し
訳
程
度

で
、
秋
の
面
積
の
ほ
ぼ
５
分
の
１
。
冬
に
は

花
が
少
な
い
こ
と
も
原
因
の
一
つ
に
あ
る
で

し
ょ
う
。

し
か
し
本
質
的
な
理
由
は
、
日
本
人
は
、

春
と
秋
、
と
り
わ
け
秋
に
情

じ
ょ
う

趣し
ゅ

を
感
じ
て

い
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
秋
を
主
題
と
す
る

多
く
の
作
品
が
生
み
だ
さ
れ
て
き
ま
し
た

し
、
秋あ

き

草く
さ

だ
け
を
取
り
あ
げ
た
作
例
も
少
な

伝
統
的
絵
画
鑑
賞
法
の
ス
ス
メ

―
四
季
と
造
形
美
―
　

「花鳥図御簾屏風」のうち左隻〔秋・冬の部分〕（彦根城博物館蔵）

た
か
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健康は、健やかで心豊かな暮ら

しを送るための財産です。健康な

暮らしを送るためには、一人ひと

りの「自分の健康は自分で守り育

てる」という自覚と実践、またそ

れを支援する周囲のサポートが必

要です。そのため彦根市では、地

域に密着した健康づくり活動を推

進するリーダーを養成する講座を

開きます。
日程と内容 右の表のとおり

開講時間

いずれも9：30～15：30

場所 福祉保健センターほか

対象 市内に在住の65歳までの人

で、健康づくりのボランティア

活動に意欲があり、健康推進員

として地域で継続して活動して

いただける人

定員 30人

受講料 無料

申込期限 ６月24日㈮（必着）

申込方法・問い合わせ先

受講申込書（ 健康管理課にあ

ります）に必要事項を記入して同

課☎24-0816、FAX24-5870へ

〈内容〉手話で会話ができる市民を増やし、聴覚障害者が自

由に社会参加できるバリアフリー社会を担う人材の養成を

目的とします。全23講座（県内で開催される手話フェス

ティバルへの参加〔２講座分に換算〕を含む）〈日時〉７月

６日㈬～12月７日㈬の毎週水曜日（10月19日、11月23日

を除く、延べ21日間）の19：00～21：00と10月16日㈰

（手話フェスティバル）〈場所〉 福祉保健センター（平田町）

ほか 〈対象〉手話の学習経験がないか、簡単な会話ができ

る程度の人で、すべての講座に出席でき、次の条件を満た

す人　①18歳以上の市内在住・在勤・在学の人　②市内の

手話サークルに継続して参加できる人　③聴覚障害者の日

常生活などに対する支援ができる人 〈定員〉40人（申込

多数のときは抽選）〈教材費〉1,200円 〈申込期限〉６月15

日㈬ 〈申込方法・問い合わせ先〉市役所１階受付・支所・

各出張所・ 障害者福祉センター（平田町）にある申込用紙

に必要事項を記入し、ファクスか郵送で 障害福祉課（〒

522-0041 平田町594）☎27-9981、FAX26-1767へ

〈学習期間〉７月～平成18年１月 〈学習方法〉７か月間、毎

月１冊ずつテキストを送ります。読んだ後、同封の用紙に

感想、質問、意見などを書いて返送してください。折り返

し運営委員から返事を差し上

げ、さらに理解を深めていた

だきます 〈受講資格〉市内に

在住・在学・在勤の人 ※原

則として、過去３年間に本講

座を受講した人は除く〈定員〉

70人（先着順）〈受講料〉無料

〈申込期限〉６月24日㈮ 〈申

込方法・問い合わせ先〉はがき

に住所、氏名、年代（10歳代、

20歳代など）、電話番号を書いて 教育委員会人権教育課
（〒522-0001 尾末町１-38）へ。☎24-7971（土・日曜日

を除く8：30～17：15）、FAX23-9190でも受け付けます

〈日時〉７月14日～11月24日の毎月第２・第４木曜日（全

10回）13：30～15：30 〈場所〉彦根市俳遊館（本町一丁目）

〈対象〉20歳以上の俳句の初心者 〈講師〉寺村滋
しげる

さん（前

俳遊館長）〈定員〉20人（先着順）〈受講料〉無料 〈申込期

間〉６月６日㈪～同17日㈮（７日㈫、14日㈫を除く）の

9：30～17：00 〈申込方法・問い合わせ先〉電話で彦根

市俳遊館☎22-6849へ

俳句入門講座

人権問題通信講座

手話奉仕員養成講座（入門課程）

募
集
住
宅

稲
枝
西
団
地
１
棟
（
稲
枝
町
）

１
戸

肥
田
団
地
（
肥
田
町
）

２
戸

大
東
団
地
２
棟
（
大
東
町
）

２
戸

和
田
東
団
地
（
和
田
町
）

１
戸

※
稲
枝
西
団
地
・
肥
田
団
地
は
単
身
入
居
の
申
込
が
で
き
ま
す
。

受
付
期
間

６
月
15
日
㈬
〜
同
23
日
㈭
（
土
・
日
曜
日
は
除

く
）
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

入
居
時
期
の
決
定

７
月
下
旬
ご
ろ

入
居
で
き
る
時
期

８
月
上
旬
以
降

申
込
方
法

本
人
ま
た
は
同
居
（
同
居
予
定
を
含
む
）
の
家

族
の
人
が
、

建
築
住
宅
課
（
市
役
所
１
階
）
へ
申
込
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
込
書
な
ど
の
書
類
の
交
付
は
、

６
月
１
日
㈬
か
ら
同
課
で
行
い
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
先

同
課
☎
30-

６
１
２
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１

３
９
８
番

市営住宅　入居者募集

募　集
彦
根
市
に
は
多
く
の
自
然
が
あ

り
、
そ
の
な
か
で
私
た
ち
は
生
活
を

し
て
い
ま
す
。
近
年
、
こ
の
自
然
環

境
が
姿
を
変
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
そ
の
一
つ
が
、
私
た
ち
の
日
常

生
活
が
原
因
の
一
つ
と
言
わ
れ
る
地

球
温
暖
化
で
す
。

私
た
ち
は
豊
か
な
自
然
を
守
り
、

次
世
代
に
残
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
は
、
私
た
ち
の

住
む
彦
根
市
に
は
ど
ん
な
生
物
が
生

活
を
し
、
ど
の
よ
う
な
生
物
を
守
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し

ょ
う
か
？

彦
根
市
の
か
け
が
え
の
な
い

生
き
物
た
ち

昨
年
ま
で
に
実
施
し
た
自
然
環
境

調
査
で
、
彦
根
市
に
は
約
１
、５
０

０
種
の
植
物
と
約
90
種
の
チ
ョ
ウ
、

約
70
種
の
ト
ン
ボ
、約
60
種
の
魚
類
、

約
１
６
０
種
の
鳥
類
、
約
30
種
の
ほ

乳
類
が
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
こ
の
な
か
に
は
貴
重
な
野
生
生

物
も
含
ま
れ
て
お
り
、
日
本
や
滋
賀

県
で
絶
滅
が
心
配
さ
れ
て
い
る
種
も

あ
り
ま
し
た
。
今
回
ま
と
め
た
「
彦

根
市
で
大
切
に
す
べ
き
野
生
生
物
」

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
確
認
で

き
た
生
物
と
、
特
に
彦
根
市
で
は
貴

重
な
生
物
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
生
き
物
に
つ
い
て
知
る

こ
と
で
、
彦
根
市
の
自
然
の
か
け
が

え
の
な
さ
、
自
然
を
守
る
こ
と
の
大

切
さ
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

※
「
彦
根
市
で
大
切
に
す
べ
き
野
生

生
物
」
は
６
月
に
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、

生

活
環
境
課
（
市
役
所
１
階
①
番
窓
口
）

で
配
布
す
る
予
定
で
す
。

豊
か
な
自
然
に
触
れ
よ
う

彦
根
市
内
で
も
、
左
の
表
の
通
り

自
然
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
で
き
る
自

然
観
察
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

観
察
会
に
参
加
し
、
自
然
の
す
ば
ら

し
さ
を
再
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
観
察
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、「
広
報
ひ
こ

ね
」
を
通
じ
て
随
時
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
こ
の
号
で
は
、
17
ペ
ー
ジ
も
併

せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
左
の
表
の
内
容
は
開
催
予
定
で

す
。
変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

１
９
７
２
年
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催
さ
れ
た
「
国
連
人

間
環
境
会
議
」
を
記
念
し
て
、
６
月
５
日
は
環
境
の
日
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
日
本
で
は
６
月
を
環
境
月
間
と
し
、
み
ん
な
が
環
境
に
つ
い
て
考
え
、

よ
り
環
境
に
や
さ
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
を
目
指
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
身
近
な
環
境
に
目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番

浄化槽設置の補助金を
一部廃止します

現在、生活排水対策の一環として実施してい

る住宅の浄化槽の設置への補助金を、今年度で

一部廃止することとしました。

現在、公共下水道か農村下水道区域で、下水

道の整備について、浄化槽の補助申請時から３

年以上見込まれない区域での浄化槽の設置につ

いて補助しています。変更後は、７年以上整備

が見込まれない地域での設置についてのみ補助

します。（３年以上７年未満に整備が見込まれ

る地域については補助を廃止します。）

今年度の補助は、今年度中に完成する浄化槽

を対象とし、補助の申請は12月までとします。

また、用途・規模・区域などにより補助ができ

ない場合があります。詳細はお問い合わせくだ

さい。

彦根市役所では、ISO14001に取り組んでいます

彦根市では、平成14年９月に23施設でISO14001の認証取

得し、その後認証の範囲を拡大してきました。昨年、彦根市

立病院が認証を受け、市の全施設（71施設）での認証を取得

しました。

彦根市では、ISO14001の規格に基づき、独自の環境管理

マニュアルを制定し、市の業務が環境に与える負荷を減らす

ことが、地球環境問題の改善につながると考え、環境保全活

動や、省エネ・省資源化を推進しています。

具体的には、事務用紙や電気、公用車燃料の使用量などを

平成12年度の数値を基準とし、各部署で年度ごとに設定した

削減目標を達成するべく職員全員で取り組んでいます。

市民の皆さんも、日々の生活の中で、省エネやリサイクル

活動などに取り組んでいただいていると思いますが、去年の

家計簿などを見ながら、今年の目標を立ててみてはいかがで

しょうか？今日からできる、皆さんの省エネ・省資源活動が、

必ず環境問題の改善につながります。
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募　集

「外国籍市民施策懇談会」は、外国籍を持つ市民が抱え

るさまざまな問題について話し合い、だれもが安心して暮

らせる地域社会を築くため彦根市が設置しています。この

懇談会の委員を募集します。

懇談会の委員には、今回募集する10人のほかに、彦根市

が指名する数人が加わります。年数回、土曜日か日曜日に

開催する予定。委員の報酬はありません。

〈委員の任期〉２年間（平成17・18

年度）〈募集人員〉外国籍市民８人、

日本国籍市民２人（応募者多数の

場合は抽選。初めて委員になる人

を優先します）〈応募資格〉４月１日

現在18歳以上で、基本的な日本語

が話せ、理解できる人 〈募集期限〉６月20日㈪ 〈申込・

問い合わせ先〉 市民交流課☎30-6113、FAX22-1398

〈趣旨〉先の大戦で亡くなられた人々を慰霊するため、遺族

の参加を募り、戦地を巡拝するものです 〈巡拝地域およ

び時期〉下の表のとおり 〈費用〉おおむね下の表のとおりで

す。ただし、国から一部補助されます 〈参加申込にあた

っての注意点〉▼対象は原則80歳以下の人です　▼慰霊巡

拝に訪れる地域は、日本と気候風土が異なり、また、観光

客が通常訪れない地域を長時間移動することがあるので、

参加できる健康状態であるという医師の証明が必要です

▼政府派遣団として行動するため、各々の戦没場所の慰霊

はできないことがあります 〈問い合わせ先〉 社会福祉課

☎23-9590、FAX26-1768

「男（女）はこうあるべき」という意識にとらわれて、

自分らしさを犠牲にしていませんか。私たちの生活に今も

残る「男らしさ・女らしさ」にとらわれない家族や社会に

ついて考えます。

〈日時・内容・定員〉下の表のとおり

〈場所〉 男女共同参画センターウィズ（平田町）〈対象〉市

内に在住・在勤・在学の人 〈費用〉各回200円（第２講

座ではオイル代500円が別に必要です）〈申込期限〉６月

24日㈮ 〈託児〉０歳～就学前（要予約）１人１回200円

〈申込方法・問い合わせ先〉電話かファクスで 男女共同参

画センターウィズ☎24-3529（FAX共）へ（各回先着

順）

〈内容〉シルバー人材センター会員として介護の仕事をしよ

うとする人のための講習会。ホームヘルパー２級の資格が

取得できます 〈実施期間〉６月27日㈪～10月27日㈭ 〈時

間〉9：00～17：00 〈場所〉聖泉大学（肥田町）ほか 〈対

象〉講習開始日に57歳～65歳の人 〈定員〉20人（申込者

多数の場合は抽選）〈受講料〉無料 〈申込期限〉６月16日㈭

（必着）〈申込方法・問い合わせ先〉往復はがき往信の裏に

講習名（介護講習）、住所、氏名（ふりがな）、年齢（生年月

日）、電話番号を、返信の表にも郵便番号、住所、氏名をそ

れぞれ書いて㈳滋賀県シルバー人材センター連合会（〒

520-0051 大津市梅林一丁目３-10）☎077-525-4128へ

〈内容〉講義58時間（10日間）、実技演習42時間（８日間）、

実習30時間（４日間）〈実施期間〉７月５日㈫～11月22日

㈫ 〈場所〉滋賀県婦人会館（近江八幡市）ほか 〈定員〉50

人（申込者多数の場合は抽選）〈受講料〉９万円 〈申込期

限〉６月17日㈮ 〈申込方法・問い合わせ先〉下記へ資料請

求のうえ㈶滋賀県勤労者福祉協会☎077-524-1515、

FAX077-423-4070へ

〈内容〉居合道を通じて礼儀作法の習得と精神の鍛錬を目指

します 〈日時〉毎週金曜日　19：30～ 〈場所〉西中学校
（金亀町）〈対象〉子どもから大人まで（年齢を問いません）

〈費用〉入会金1,000円、会費毎月1,000円 〈申込・問い合

わせ先〉一心無双流剣心会（清洲方）☎050-1213-6217

政府主催戦没者慰霊巡拝

ホームヘルパー養成研修（２級課程）

居合道教室

ジェンダー講座「“家族”を考える」 再就職を目指すシニアのための介護講習会

外国籍市民施策懇談会委員

10広報ひこね　平成17年６月１日

募　集
目
　
的

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
団
体

な
ど
で
、
男
女
共
同
参
画
の
啓
発

に
携
わ
る
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
ま

す
。

日
時
、
内
容
　
左
の
と
お
り

場
　
所

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
ウ
ィ
ズ
（
平
田
町
）

対
　
象
　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

定
　
員
　
30
人
（
先
着
順
）

受
講
料
　
１
回
２
０
０
円

申
込
期
限
　
６
月
20
日
㈪

託
　
児

あ
り
（
要
事
前
予
約
）、

１
人
１
回
２
０
０
円

そ
の
他

４
回
以
上
出
席
し
た
人
に

は
修
了
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

申
込
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先
　
電

話
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で

住
所
・
名
前
・
電
話
番
号
と
男
女

共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
受
講
希
望
の

旨
を
同
セ
ン
タ
ー
☎
24-

３
５
２

９
番
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
用
）、E

-m
ail:

w
ith@

m
a.city.hikone.shiga.jp

へ

狂
言
は
、
日
本
の
誇
る
伝
統
芸
能

で
あ
る
と
同
時
に
、
現
代
喜
劇
に
も

通
じ
る
「
斬ざ

ん

新し
ん

」
な
表
現
や
技
法
が

魅
力
で
す
。

こ
の
教
室
で
は
、
プ
ロ
の
狂
言
師

か
ら
狂
言
の
基
本
を
学
び
、
最
終
日

に
は
彦
根
城
博
物
館
能
舞
台
で
、
練

習
の
成
果
を
発
表
し
て
も
ら
い
ま

す
。

内
容

所し
ょ

作さ

（
狂
言
の
動
き
）
な
ど

を
中
心
に
、
狂
言
の
基
本
を
学
習

し
、
実
際
に
狂
言
を
演
じ
ま
す
。

日
程

左
の
表
の
と
お
り

場
所

彦
根
城
博
物
館

（
能
舞
台
・
講
堂
）

講
師

和
泉

い

ず

み

流
狂
言
師
　
小
笠
原

お

が

さ

わ

ら

匡た
だ
し

さ
ん
ほ
か
、
市
内
と
多
賀
町

に
在
住
の
狂
言
師

対
象

市
内
の
小
学
５
・
６
年
生

定
員

20
人
（
先
着
順
）

受
講
料

無
料

そ
の
他

筆
記
用
具
と
白
足
袋
を
持

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

７
月
８
日
㈮

申
込
方
法

各
小
学
校
に
配
布
す
る

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
彦
根
城
博
物
館
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で

も
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

彦
根
城
博

物
館
（
金
亀
町
）
☎
22-

６
１
０
０

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

６
５
２
０
番
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情報
掲示板

男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員
と

ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム(

出
前
講
座)

を

開
催
し
ま
せ
ん
か

男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員
は
、

地
域
で
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
す
。
現
在
７
人
が

彦
根
市
か
ら
委
嘱
を
受
け
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
自
治
会
や
グ
ル
ー
プ
な

ど
で
、
男
女
共
同
参
画
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
気
軽
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
推
進
員
の
皆
さ
ん

阿
部
美
智
子
さ
ん

井
田
好
子
さ
ん

一
色
三
郎
さ
ん

金
田
久
幸
さ
ん

外
村
輝
夫
さ
ん

三
宅
春
代
さ
ん

吉
田
徳
一
郎
さ
ん

出
前
講
座
で

い
っ
し
ょ
に
考
え
ま
し
ょ
う

ま
た
、
地
域
の
集
ま
り
や
グ
ル
ー

プ
で
、
男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員

の
出
前
講
座
を
開
催
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
開
催
す
る
時
間
・
曜
日
は
問
い

ま
せ
ん
。
講
師
謝
礼
は
彦
根
市
の
負

担
で
、
教
材
・
資
料
は

市
民
交
流

課
が
準
備
し
ま
す
。
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

例
え
ば
、
こ
ん
な
テ
ー
マ
は

い
か
が
で
し
ょ
う

▼
男
女
共
同
参
画
っ
て
な
あ
に
？

…
男
は
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
で
女
は
シ

ン
デ
レ
ラ
？

▼
嫁
姑
・
夫
婦
・
親
子
問
題
で
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
？

▼
男
女
共
同
参
画
で
地
域
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
広
げ
よ
う

▼
定
年
後
の
男
の
居
場
所
…
仕
事
と

い
う
大
義
名
分
が
な
く
な
っ
た
後

▼
あ
な
た
の
介
護
は
だ
れ
が
…
数
年

後
の
状
況
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト

▼
地
域
で
の
男
女
の
人
権
…
古
い
し

き
た
り
や
考
え
方
の
な
か
で
ど
う

改
革
す
る
？

▼
高
齢
者
か
ら
学
ぶ
こ
と
…
男
・
女

で
な
く
人
間
と
し
て

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
交

流
課
☎
30-

６
１
１
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
さ
ん
に

第
八
回
特
別
弔
慰
金
を
支
給

対
象

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺

族
で
、
今
年
の
４
月
１
日
に
公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け

取
る
人
が
い
な
い
場
合
、
次
の
順

番
で
１
人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

①
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
規
定
す
る
弔
慰
金
の
受
給
権
者

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
が
あ
っ
た

戦
没
者
等
の
▼
⑴
父
母
　
▼
⑵
孫

▼
⑶
祖
父
母
　
▼
⑷
兄
弟
姉
妹

④
右
記
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
▼
⑴

父
母
　
▼
⑵
孫
　
▼
⑶
祖
父
母

▼
⑷
兄
弟
姉
妹

⑤
右
記
①
〜
④
以
外
の
３
親
等
内
の

親
族
（
た
だ
し
、
戦
没
者
等
が
亡

く
な
る
と
き
ま
で
１
年
以
上
継
続

し
て
生
計
関
係
が
あ
っ
た
人
に
限

ら
れ
ま
す
）

支
給
内
容

額
面
40
万
円
、
10
年
償

還
の
記
名
国
債

請
求
期
限

平
成
20
年
３
月
31
日

問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
☎

23-

９
５
９
０
番

放
置
自
転
車
を
な
く
し
て

き
れ
い
な
ま
ち
へ

自
転
車
は
、
身
近
で
手
軽
な
乗
り

物
で
、
環
境
に
も
や
さ
し
く
、
世
代

を
越
え
て
愛
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
、
歩
道
に
止
め

ら
れ
て
い
る
自
転
車
は
、
歩
い
て
通

る
人
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
て
、
特
に

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
利
用
す
る
視
覚
障

害
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
た
い
へ

ん
危
険
で
す
。

ま
た
、
放
置
さ
れ
た
自
転
車
は
駅

前
の
景
観
を
壊
し
、
さ
ら
に
、
い
ざ

と
い
う
と
き
の
消
火
・
救
急
活
動
を

し
に
く
く
し
た
り
、
自
転
車
盗
の
温

床
に
な
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

問
題
の
原
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

彦
根
市
で
は
、「
彦
根
市
自
転
車

等
の
放
置
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」

を
定
め
、
彦
根
駅
、
河
瀬
駅
、
南
彦

根
駅
周
辺
を
「
放
置
自
転
車
禁
止
区

域
」
に
指
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
区

域
内
に
放
置
さ
れ
た
自
転
車
・
バ
イ

ク
は
市
が
撤
去
し
、
移
動
保
管
料
を

徴
収
し
て
い
ま
す
。

通
勤
や
通
学
な
ど
で
駅
を
利
用
す

る
と
き
は
、
路
上
に
自
転
車
を
放
置

せ
ず
、
必
ず
民
間
の
自
転
車
預
か
り

所
か
市
営
自
転
車
駐
車
場
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
買
い
物
な
ど
で
自
転
車
置

き
場
が
設
置
さ
れ
て
い
る
商
業
施
設

を
利
用
す
る
と
き
は
、
歩
道
で
は
な

く
、
定
め
ら
れ
た
自
転
車
置
き
場
に

置
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

交
通
対
策
室
☎

30-

６
１
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１

３
９
８
番

情報
掲示板

意外と身近にある危険物

消防法上の「危険物」とは、取り扱い

を間違えると、火災を起こす物質のこと

をいいます。このような物質は特殊なも

のと思われがちですが、実は私たちの身

の回りには、ガソリンや灯油などの燃料

以外にも危険物を利用した製品がたくさ

んあります。

例えば、マニキュア、除

光液、接着剤、塗料などが

それにあたります。こうした「危険物」

とされる製品には、右のような表示がさ

れていますので、取り扱いにはじゅうぶ

ん注意しましょう。

問い合わせ先

消防本部予防課

☎22-0332

FAX22-9427

危険物取扱者試験・危険物取扱者保安講習

危険物を一定量以上貯蔵し、取り扱う施設には、国家資

格を持つ危険物取扱者が必要です。また、危険物の取り扱

い作業に従事している危険物取扱者は、定期的に保安講習

を受講しなければなりません。

消防本部・各消防署では、

危険物取扱者の資格を得るための

試験と保安講習の案内と願書を配

布しています。

突
然
土
や
砂
が
流
れ
出
し
、
住
宅

な
ど
の
財
産
を
押
し
流
し
て
、
さ
ら

に
は
人
の
命
を
も
奪
っ
て
し
ま
う

「
土
砂
災
害
」。
万
が
一
災
害
に
遭
っ

た
と
き
に
、
少
し
で
も
被
害
を
小
さ

く
す
る
に
は
、
知
識
と
備
え
が
大
切

で
す
。
６
月
は
「
土
砂
災
害
防
止
月

間
」。
こ
れ
を
機
会
に
土
砂
災
害
の

知
識
を
増
や
し
、
地
域
や
家
庭
で
の

備
え
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
と
き
が
赤
信
号

豪
雨
や
長
雨
の
と
き
は
、
家
の
周

り
を
見
回
り
、
左
の
表
の
よ
う
な
前

兆
現
象
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
も
し
発
見
し
た
ら
、
土
砂
災
害

が
起
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

総
務
課
に
連
絡
し
、
周
り
の
人
と
安

全
な
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
で
防
災
活
動
を

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
心
構
え
で
、
住
民

自
身
が
協
力
し
て
防
災
に
取
り
組
む

体
制
を
作
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
自
主
防
災
組
織
を
結
成

し
、
日
ご
ろ
か
ら
訓
練
や
研
修
に
積

極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、

災
害
が
起
き
た
と
き
に
被
害
に
遭
い

や
す
い
高
齢
者
、
子
ど
も
、
障
害
の

あ
る
人
な
ど
を
ど
う
支
援
す
る
か
、

あ
ら
か
じ
め
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

ま
た
、
地
域
の
正
確
な
形
状
や
、

危
険
な
所
や
避
難
所
を
地
図
上
で
把

握
す
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
災
害
時

に
必
要
な
情
報
が
描
き
込
ま
れ
た
地

域
の「
防
災
マ
ッ
プ（
避
難
経
路
図
）」

を
作
成
し
、
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
☎
30-

６
１
０
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３

９
８
番

危険物重ねる無事故の金メダル
６月５日～11日は「危険物安全週間」です

第
一
石
油
類
　
火
気
厳
禁
　
危
険
物
等
級
Ⅱ

・
火
気
の
近
く
で
は
お
使
い
に
な
ら
な
い
で
下
さ
い

・
室
内
で
使
用
す
る
場
合
は
換
気
を
し
て
下
さ
い

・
直
射
日
光
を
避
け
冷
暗
所
で
保
管
し
て
下
さ
い

※イラストの出典…「知っているつもり？危険物」「危険物取扱者と保安管理」ともに㈶全国危険物安全協会発行

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
（
国

保
）
加
入
者
や
老
人
保
健
法
の
適

用
を
受
け
て
い
る
人
に
「
医
療
費

の
お
知
ら
せ
」
を
お
届
け
し
て
い

ま
す
。
こ
の
通
知
は
、
同
じ
月
に

医
療
機
関
で
受
診
し
た
人
の
医
療

費
を
、
世
帯
ご
と
に
お
知
ら
せ
し

て
い
る
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
保
険
料
な
ど
を
、
医
療
費

と
し
て
有
効
に
活
用
す
る
た
め

に
、
適
切
な
受
診
を
心
が
け
て
い

た
だ
く
よ
う
、
今
年
度
も
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
通
知
は
国
保
加
入
者
に

は
年
間
７
回
、
老
人
保
健
法
適
用

の
人
に
は
年
間
４
回
お
知
ら
せ
す

る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

保
険
年
金
課

☎
30-

６
１
１
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

適
切
な
受
診
の
た
め
に

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
お
届
け
し
ま
す



ひこねお城大使に選ばれた寺村さんと堂ヶ崎さんには、これ

から１年間にわたり、彦根を代表して他市との交流事業や各種

行催事、観光キャンペーンなどで活躍していただきます。

15 広報ひこね　平成17年６月１日 14広報ひこね　平成17年６月１日

《
俳
句
》

三
方
の
鯉こ

い

が
跳
ね
ゐ
る
春
祭

今
は
無
き
回
転
橋
や
水
温ぬ

る

む

籠ろ
う

城
じ
ょ
う

に
備
へ
し
樹き

々ぎ

の
芽
ご
し
ら
へ

《
短
歌
》

線せ
ん

は
季
を
た
が
へ
ず
に
咲
き
ゐ
た
り
植
ゑ
く
れ
し
夫
逝
き
て
久
し
も

泣
き
べ
そ
も
垂
れ
目
も
ふ
く
れ
っ
つ
ら
も
あ
り
子
ら
の
画か

き
た
る
雛ひ

な

は
色
白

夜
の
卓
に
外
せ
し
母
の
補
聴
器
は
集
め
し
音
を
吐
き
出
し
て
い
ん

《
川
柳
》

封
を
切
る
春
を
こ
ぼ
さ
ぬ
よ
う
に
切
る

頑
張
る
と
毬ま

り

は
迷
路
を
抜
け
出
し
た

い
い
風
に
逢あ

う
石
段
を
登
り
き
る

《
冠
句
》

楽
ら
く
と
　
福
祉
に
寄
せ
る
愛
の
杖つ

え

囁
さ
さ
や

い
て
　
五
感
く
す
ぐ
る
花
の
私
語

雲
一
つ
　
断
て
ぬ
我
欲
の
灯
に
喘あ

え

ぐ

《
詩
》

『
一
人
の
旅
』

『
冬
の
金
魚
』

『
包
丁
』

《
随
筆
・
評
論
》

『
近
江
の
ア
マ
ル
コ
ル
ド
』

『
我
が
街
の
厠

か
わ
や

』

『
菊
に
学
ぶ
老
い
の
人
生
』

《
小
説
》

『
魔
性
の
湖
』

杉

田

久

男
（
東
近
江
市
）

日

比

陽よ
う

子こ

（
坂
田
郡
近
江
町
）

寺

村

滋
し
げ
る

（
日
夏
町
）

落

合

秀ひ
で

（
松
原
町
）

中

西

薫

（
城
町
二
丁
目
）

寺

村

享た
か

子こ

（
日
夏
町
）

赤

田

恒つ
ね

夫お

（
稲
里
町
）

島

田

輝

子
（
日
夏
町
）

上

田

寿す

美み

（
河
原
二
丁
目
）

西

山

和

子
（
犬
上
郡
豊
郷
町
）

大

谷

み
つ
子
（
田
附
町
）

柴

田

喜
久
三
（
田
附
町
）

西

野

み
ど
り
（
大
藪
町
）

齋

藤

友ゆ

佳か

子こ

（
東
近
江
市
）

井

豊

（
正
法
寺
町
）

木

村

泰や
す

崇た
か

（
高
宮
町
）

雨

森

昭

夫
（
大
藪
町
）

赤

田

恒つ
ね

夫お

（
稲
里
町
）

桑

嶋

幹み
き

人と

（
西
今
町
）

延べ487人の皆さんから俳句557点、短歌274点、

川柳206点、冠句286点、詩28点、随筆・評論20点、

小説3点、合計1,374点の応募をいただきました。

これらの中から、特選19点、入選43点、佳作138

点が選ばれました。

各部門の特選は、次の皆さんです。〈敬称略〉

て
っ

堂
ヶ
崎
悦
子
さ
ん

（
新
海
町
）

寺
村
美
紀
子
さ
ん

（
日
夏
町
）

いろいろな行事や催し

への参加を通して、彦根

の歴史や文化を勉強して

いきたいと思います。彦

根の魅力をしっかり伝え

られる明るく元気なお城

大使を目指します。

彦根についてもっと詳

しくなって、彦根の魅力

を県内・県外を問わず皆

さんにアピールすること

で、多くの人が彦根を訪

れるきっかけになれれば

と思っています。

彦根市国民健康保険の被保険者が「人間ドック・

脳ドック検診」を受診する場合、次のとおり費用の

一部を助成します。生活習慣病予防のため、ぜひご

利用ください。

補助対象者 彦根市国民健康保険の被保険者（ドッ

ク検診時に国保の資格のある人）で、国民健康保

険料を良好に納付している人など（詳しくは、

保険年金課にお問い合わせください）

補助対象となる医療機関 彦根市立病院（八坂町）、

彦根中央病院（西今町）、友仁山崎病院（竹ケ鼻町）、

豊郷病院（犬上郡豊郷町）

補助対象検診の種類 右の表のとおり

補助額 検診費用の３分の２を補助します。（ただし、

30,000円を限度とします。）

申込方法 被保険者証を持って、 保険年金課（市役

所１階⑤番窓口）、支所・各出張所へお越しください。

申込期間　6月13日㈪～7月15日㈮

（土・日曜日は除く）

受診期間　7月～平成18年２月

問い合わせ先

保険年金課☎30-6112、FAX22-1398

情報
掲示板

平
成
18
年
歌
会
始
の
お
題

「
笑
み
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

※
お
題
は
「
笑ゑ

み
」
で
す
が
、「
笑
」
の

文
字
を
使
用
し
て
い
れ
ば
よ
く
、
言
葉

の
成
り
立
ち
は
異
に
し
ま
す
が
、「
笑わ

ら

ひ
」
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

①
半
紙
（
習
字
用
の
半
紙
）
を
横
長
に
使

い
、
右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
氏

名
（
本
名
、
ふ
り
が
な
つ
き
）、
生
年
月
日
、

職
業
を
縦
書
き
で
毛
筆
で
自
書
し
て
く

だ
さ
い
。

②
病
気
や
身
体
障
害
の
た
め
自
書
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
代
筆
ま
た
は

ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
機
器
を
用

い
て
、
ま
た
、
視
覚
障
害
の
人
は
、
点

字
に
よ
り
詠
進
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

代
筆
の
場
合

別
紙
に
代
筆
の
理
由
、
代

筆
者
の
住
所
・
氏
名
を
書
い
て
詠
進
歌

に
添
え
て
く
だ
さ
い
。

ワ
ー
プ
ロ
な
ど
の
場
合

機
器
を
使
用
し

た
理
由
を
別
紙
に
書
い
て
詠
進
歌
に
添

え
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

次
の
場
合
に
は
、
詠
進
歌
は

失
格
と
な
り
ま
す
。

①
お
題
を
詠
み
込
ん
で
い
な
い
場
合

②
１
人
で
２
首
以
上
詠
進
し
た
場
合

③
詠
進
歌
が
既
に
発
表
さ
れ
た
短
歌
と
同

一
ま
た
は
著
し
く
類
似
し
た
短
歌
で
あ

る
場
合

④
詠
進
歌
を
歌
会
始
の
行
わ
れ
る
以
前

に
、
新
聞
、
雑
誌
そ
の
他
の
出
版
物
、

年
賀
状
な
ど
に
よ
り
発
表
し
た
場
合

⑤
詠
進
要
領
の
②
に
記
し
た
代
筆
の
理
由

書
を
添
え
た
場
合
を
除
き
、
同
筆
と
認

め
ら
れ
る
す
べ
て
の
詠
進
歌

⑥
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
を
書

い
て
な
い
も
の
、
そ
の
他
こ
の
詠
進
要

領
に
よ
ら
な
い
場
合

詠
進
の
期
限

９
月
30
日
㈮
（
当
日
消
印

有
効
）

郵
便
の
あ
て
先

〒
１
０
０-

８
１
１
１

宮
内
庁
　
▼
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書

き
添
え
て
く
だ
さ
い
。
▼
詠
進
歌
は
、

小
さ
く
折
っ
て
封
入
し
て
も
差
し
支
え

あ
り
ま
せ
ん
。
※
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
　http://w

w
w

.kunaicho.go.jp/

12/d12-03.htm
l

彦根市農業委員会委員

一般選挙

任期満了による彦根市農業委員会委員

一般選挙が、次のとおり行われます。

告　示　日　　　 ７月　３日㈰

投　票　日　　　 ７月１０日㈰

立候補届出締切日 ７月　３日㈰

選挙すべき委員定数 ２７人

※なお、立候補予定者説明会を

次のとおり行います。関係者

は出席してください。

日　時 ６月１０日㈮

1４：00～

場　所 南地区公民館（甘呂町）

問い合わせ先

選挙管理委員会事務局

☎30-6131、FAX23-4551

情報
掲示板

おわびと訂正

「広報ひこね」５月１

日号11ページ「弓道教

室」の記事中、弓道体験

教室の日程が６月13日㈰

とあるのは、12日㈰の誤

りでした。おわびして訂

正します。
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たくみ

【展示部門】
日　　時 6月10日㈮～12日㈰ 9：30～17：00

場　　所 ひこね市文化プラザ　メッセホール棟

参加団体 彦根花道協会・彦根山草会・小品盆栽水月

会・彦根きりえ研究会・押
おし

花
ばな

の会・一期一会の会・嬰
えい

和
わ

会・深雪
み ゆ き

アートフラワー・ひこね演劇鑑賞会・彦根

文芸協会・みずえの会・彦根美術工芸協会・彦根洋画

協会・彦根書友会・東海総合美術家連盟・彦根写真連

盟・シブヤ美術研究所・彦根茶道協会（呈茶席：６月

11日㈯・12日㈰、10：00～15：00）

【舞台部門】
日　　時 6月12日㈰ 13：00～17：00

場　　所 ひこね市文化プラザ　エコーホール

参加団体 筑前琵
び

琶
わ

彦根旭
きょく

城
じょう

会・彦根三曲協会宮城会藤

野社・詩
し

舞
ぶ

道
どう

錦
きん

城
じょう

流
りゅう

彦根支部・詩吟朗詠錦
きん

城
じょう

会湖東彦

根ブロック・都流　彦根九重会・彦根児童合唱団・近

江高校吹奏楽部・彦根日本舞踊グループ・全日本大正

琴連盟彦根花みづ木会

問い合わせ先 教育委員会生涯学習課☎24-7971、

FAX23-9190

ひこね文化フェスタ2005
彦根文化連盟に加盟する文化団体が一堂に会して活動を展

示・発表します。彦根ならではの文化の香りをご鑑賞くだ

さい。（すべて入場無料）

「
人
権
の
世
紀
」
と
言
わ
れ
る
21

世
紀
を
迎
え
、
市
民
の
人
権
意
識
は

着
実
な
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
一

方
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
様
々
な
人

権
問
題
が
今
も
後
を
絶
た
な
い
な

ど
、
課
題
も
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
彦
根
市
で
は
、
今
年
も

人
権
意
識
の
高
揚
と
差

別
の
な
い
明
る
く
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
「
人
権
市
民
の

つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま

す
。
多
数
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時

６
月
12
日
㈰

午
後
０
時
45
分
〜
同

３
時

場
所

ひ
こ
ね
市
文
化

プ
ラ
ザ
　
グ
ラ
ン
ド

ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先

人
権
政
策
課
☎
30-

６
１
１
５
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

１
３
９
８
番

埋蔵文化財巡回展

彦根のあけぼの
～高宮城跡と高宮氏～
日　時 ６月２日㈭～８月

30日㈫（日・月曜日を除

く）８：30～17：15

場　所 高宮地域文化セン

ター（高宮町）

内　容 高宮小学校校舎や

高宮幼稚園園舎を建設す

るときに行った発掘調査

の出土品を中心に、高宮

城跡やその城主とされる

戦国時代の土豪（土着の

豪族）高宮氏の歴史につ

いて図・写真・解説を交

えて展示します。

問い合わせ先

教育委員会文化財課

☎26-5833、FAX26-

5899

第１部
ブラジルの伝統的な
格闘技ダンス
「カポエイラ」

出演 ガハスデオウロ

（県内のカポエイラ愛好グループ）

第２部
トーク＆ギター弾き語り
コンサート

テーマ

「人権って何やねん」

出演

浪速の歌う巨人

パギやんこと

趙
ちょう

博
ぱく

さん

※手話通訳、

要約筆記あり
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健康管理だより

湯ゆ

浅あ
さ

心み

音お

ち
ゃ
ん

（
小
泉
町
）

北き
た

川が
わ

智と
も

己み

ち
ゃ
ん

（
野
良
田
町
）

上か
ん

林
ば
や
し

鈴す
ず

香か

ち
ゃ
ん

（
南
川
瀬
町
）
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※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

※収集のときは、バケツ１杯の水をご用意く

ださい。

６月後半

※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【６月後半】

図書館休館日

６月後半
２０日(月)、２３日(木)、２７日(月)

２１日㈫

２２日㈬

２４日㈮

２８日㈫

２９日㈬

３０日㈭

平 田 町 大 沢 高 岸 Ｂ 公 園
西 今 町 松 田 団 地
西 今 町 伊 庭 団 地
若 　 葉 　 小 　 学 　 校
稲 里 町 公 民 館
稲 枝 地 区 公 民 館
稲 　 枝 　 駅 　 前

千 鳥 ヶ 丘 会 館 横
岡 町 東 光 寺 前
平 田 町 明 照 寺 前

大 藪 町 農 業 倉 庫
下 後 三 条 説 教 場
中 藪 一 丁 目 白 山 神 社

新 海 町 公 民 館
田 附 町 公 民 館
本 庄 町 公 民 館

普 光 寺 町 東 ノ 辻 広 場
彦 富 町 公 民 館
金 沢 町 公 民 館
港屋駐車場東（旧平和堂稲枝店）

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１３：１５
１４：００
１４：５０

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：１０
１４：００
１４：５０

１５日㈬
西 清 崎 町 浄 宗 寺
亀 山 ニ ュ ー タ ウ ン
日夏ニュータウン第２期集会所前

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１６日㈭
開 出 今 町 菅 原 神 社
蔵 の 町 団 地 中 央 部
開出今第２団地（市立病院前）

１３：２０
１４：１０
１５：００

１５日㈬

１６日㈭

１７日㈮

２０日㈪

２１日㈫

２２日㈬

２３日㈭

２４日㈮

２７日㈪

２８日㈫

２９日㈬

３０日㈭

日夏、亀山地区、稲枝（西）、肥田（西肥田を除く）、上稲葉、下

稲葉、本庄、普光寺、薩摩、金沢（金沢団地）

日夏、亀山地区、稲枝（東）、稲部（稲部東）、野良田、田附、新

海、南三ツ谷、甲崎、肥田（西肥田）

日夏、鳥居本地区、亀山地区、柳川、上西川、下西川、上石寺、

下石寺、稲部（稲部）、稲里、肥田（西肥田）、金沢

岡、西沼波（東部を除く）、東沼波、大堀、大橋、元岡、沼波、

日夏、鳥居本地区、亀山地区、稲部（稲部南）、金沢

東沼波、大堀、錦（第２・３部）、河原一丁目、河原二丁目、河

原三丁目、鳥居本地区、河瀬地区、彦富、稲部（稲部南）

鳥居本地区、河瀬地区、金田、上岡部、下岡部、彦富

古沢、松原（四ッ川を除く）、鳥居本地区、高宮地区、河瀬地区、

彦富

高宮地区、河瀬地区、亀山地区、彦富（笹田団地）

高宮地区、河瀬地区、亀山地区

高宮地区、河瀬地区、亀山地区

高宮地区、河瀬地区

小泉、高宮地区、河瀬地区
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頼梨影を熱く語る疋田さん（自宅前で）

表
紙
の
こ
と
ば

疋
田
信の

ぶ

一か
ず

さ
ん
（
三
津
屋
町
）

江
戸
時
代
後
期
を
代
表
す
る
頼ら

い

山さ
ん

陽よ
う

と

い
う
高
名
な
漢
学
者
が
い
ま
し
た
。

こ
の
頼
山
陽
の
妻
・
梨り

影え

が
、
彦
根
市

出
身
と
い
う
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。
現
在
の
三
津
屋
町
に
産
ま
れ
た
梨
影

は
、
京
都
に
養
女
に
出
さ
れ
、
そ
こ
で
頼

山
陽
と
知
り
合
い
結
婚
し
ま
す
。
勉
学
に

励
み
、
後
に
は
夫
の
代
わ
り
に
弟
子
を
教

え
る
ほ
ど
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

梨
影
の
生
家
は
も
う
残
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
そ
の
場
所
に
は
、
生
誕
の
地
で
あ
る

こ
と
を
示
す
石
碑
が
ひ
っ
そ
り
と
建
っ
て

い
ま
す
。
高
さ
は
約
３
メ
ー
ト
ル
。「
頼

梨
影
婦
人
生
誕
地
之
碑
」
と
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。

西
に
び
わ
湖
、
東
に
荒
神
山
を
配
す
る

こ
の
地
に
、
散
策
の
つ
れ
づ
れ
に
立
ち
寄

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

人口と世帯数
平成17年５月１日現在

人　口
男
女
世帯数

（ ）内は前月との比較

１０９,９５１人 （＋１４５）
５３,９７２人 （＋ ４３）
５５,９７９人 （＋１０２）
４０,２５８世帯（＋１７４）

第
17
回

応
募
資
格

昭
和
49
年
９
月
10
日
か
ら
同
62

年
９
月
９
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

募
集
作
品

小
説
・
随
筆
・
戯
曲
・
評
論

※
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
50
枚
以
内
（
随

筆
は
10
枚
以
内
で
も
可
。
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の

場
合
は
、
40
字
×
25
行
で
印
字
し
、
原
稿

用
紙
換
算
枚
数
を
表
記
す
る
。）
で
、
縦
書

き
と
し
、
自
作
未
発
表
の
も
の
（
同
一
作
品

部
門
の
応
募
は
、
１
人
１
編
に
限
り
ま
す
。）

応
募
方
法

応
募
作
品
に
は
、
部
門
・
題

名
・
本
名
（
ふ
り
が
な
）
・
住
所
・
性
別
・
年

齢
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
書
い
た
別

紙
を
つ
け
る
こ
と
（
学
生
は
、
学
校
名
と

学
年
を
書
く
こ
と
）

※
今
ま
で
に
入
賞
（
佳
作
は
除
く
）
し
た
部

門
で
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

賞

優
秀
作
品
（
１
人
）
に
は
賞
状
お
よ
び
副

賞
50
万
円
、
佳
作
（
１
人
）
に
は
賞
状
お

よ
び
副
賞
10
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
授
与
し
ま

す
。

応
募
締
切

９
月
８
日
㈭
（
当
日
消
印
有
効
）

そ
の
他

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
入
賞
作

品
の
著
作
権
は
、
彦
根
市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

応
募
先

〒
５
２
２-

０
０
０
１
尾
末
町
８-

１
市
立
図
書
館

内
「
舟
橋
聖
一
記
念
文
庫
」
事
務
局
へ
郵
送
ま
た
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
封
筒
の
表
に
「
舟
橋
聖
一
顕
彰
青
年
文
学
賞
（
ま
た
は

文
学
奨
励
賞
）
応
募
作
品
在
中
」
と
朱
書
き
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
局
☎
22-

０
６
４
９
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
26-

０
３
０
０
番

第
20
回

応
募
資
格
　
近
畿
２
府
４
県
と
福
井
、
岐
阜
、
三
重
の
各
県
に
在
住
・

在
学
す
る
小
・
中
学
生
、
高
校
生

募
集
作
品
　
小
学
生
の
部
＝
作
文

中
学
生
の
部
＝
紀
行
記
録
・
作
文

高
校
生
の
部
＝
創
作
・
随
想
・
紀
行
記
録

※
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
30
枚
以
内
（
作
文
に
限
り
３
〜
５
枚
で
も

可
。
作
文
以
外
は
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
＝
40
字
×
25
行
で
印
字
し
、
原
稿

用
紙
換
算
枚
数
を
表
記
す
る
＝
に
よ
る
応
募
も
可
）
で
、
縦
書
き
と

し
、
自
作
未
発
表
の
も
の
（
同
一
作
品
部
門
の
応
募
は
、
１
人
１
編

に
限
り
ま
す
。）

応
募
方
法

応
募
作
品
に
は
、
部
門
・
題
名
・
本
名
（
ふ
り
が
な
）
・
住

所
・
性
別
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
学
校
名
・
学
年
を
書
い
た
別
紙
を

つ
け
る
こ
と

※
今
ま
で
に
第
１
席
に
入
賞
し
た
各
部（
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
）

で
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

賞
　
優
秀
作
品
に
は
賞
状
お
よ
び
副
賞
と
し
て
図
書
券
（
小
学
生
の

部
＝
第
１
席
２
万
円
、
第
２
席
１
万
円
、
第
３
席
５
千
円
　
中
学
生

の
部
＝
第
１
席
３
万
円
、
第
２
席
２
万
円
、
第
３
席
１
万
円
　
高
校

生
の
部
＝
第
１
席
５
万
円
、
第
２
席
３
万
円
、
第
３
席
２
万
円
相
当
）

を
そ
れ
ぞ
れ
授
与
し
ま
す
。

応
募
締
切

９
月
８
日
㈭
（
当
日
消
印
有
効
）

舟橋聖一顕彰文学賞
故舟橋聖一氏（左の写真）は、名作「花の生涯」で彦根を広く世に伝えたことから、

昭和39年に名誉市民の称号が贈られました。同氏逝去後、遺族からの寄付により

基金を設置し、全国から募集した優れた文学作品に賞を贈っています。


